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発行：白馬村社会福祉協議会

TEL 0261-72-7230

FAX 0261-72-7003

「そ・ら・ら」の題字を書いてみませんか？　白馬村社会福祉協議会までご連絡ください！

　白馬村赤十字奉仕団では、白馬村秋季火災予防運動消防

総合訓練に併せて、炊き出し訓練を行いました。

　包装食袋を使い、カレーピラフとチョコ蒸しケーキの

２種類を作り参加者へ配布しました。

三段紅葉を見に、お弁当

を持って松川河川公園に

行きました。天気が良く

て気持ちがよかったです。

　コロナが５類にな

り、お祭りや行事も

徐々に復活し、以前

のような日々が戻っ

てきていますね。皆

さんが元気に岳の

湯に通えるという日

常に、改めてありが

たさを感じます。

　社協デイサービスセンター「岳の湯」は、早いもの

で開所から10周年を迎えました。恒例の敬老祭は

久々にボランティアさんにも参加してもらえ、賑や

かに開催できました。また、この一年のとっておき

の写真を集めたスライドショーの鑑賞では、自分や

友人の写真が映ると笑い声が聞こ

えるなど盛り上がっていました。

白馬村赤十字奉仕団

炊き出し訓練炊き出し訓練

地域活動支援センター

「せみとんぼ」の

　　　　　皆さん

敬老週間

ありがとうございますありがとうございます

　今年は大北建設労働組合さんの住宅デーで玄関

にヘルメット置き場を付けてもらったので、すぐに

装着して避難できるようになりました。利用者の

皆さんも真剣な表情で参加していました。

防災の日

避難訓練
今年も

白馬産のそば粉を使っ

た手打ちそばに、皆さ

んにっこり。美味しい

ものに思わず顔がほこ

ろびますね。

寄付でいただ

いた手作りち

りめん小物

そば祭りでにっこり

スタッフからお祝いカードや、ささやかな記念品をプレゼント。昼食はお祝い膳、

おやつは赤飯饅頭と特別メニューで皆さんも嬉しそうでした。

オカリナ「風の音」の皆さんによる演奏
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　住民の皆さまに、福祉に対する関心と理解を深

めていただくため開催している「白馬村社会福祉

大会」を、今年も青少年村民育成大会と併せて10

月21日にウイング21で開催しました。

　福祉表彰は、村の社会福祉に功労のあった方や

社会福祉活動に協力援助した方に対して行われま

す。今年度は下記の方々が表彰されました。

　青少年育成村民大会は、未来を担う青少年が心

豊かにたくましく、健全育成の観点から、中学生の

意見文発表や講演会が行われました。講演会の講

師は社会活動家であり、認定NPO法人全国こども

食堂支援センター・むすび

え理事長の湯浅誠氏でした。

　「居場所は“場所”とは

言うけど箱ではない。居場

所はそこにいる人との関係

性で感じる。ここ数年、子

ども食堂が増え続けている

のは、貧困問題のためだけ

ではない。子どもも高齢者

も居場所を求めている人が

多いから増えていく。SNS

以上しがらみ未満の場所を

人々は求めている。子ども

食堂のような居場所は人と

人（横）の関りだけでなく、今現在と未来の地域

（縦）を繋ぐ、交差点のような場所。居場所が増え

たら子どもは自己肯定感が上がり、持てる力以上の

力を発揮できるようになる」という内容を、調査の

数値や子ども食堂の動画や写真とユーモアを交え

た軽快な口調で、わかり易くご講演頂きました。

青少年育成村民大会＆社会福祉大会  開催青少年育成村民大会＆社会福祉大会  開催

　せみとんぼ、がん

ばりやさん、クロス

ロード白馬さんによ

るお店が並び、どこ

も盛況でした！

ふれあい
商店街

ふれあい
商店街

ご来場、ご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました。

　お米の寄付を多数頂きま

した。頂戴した食品はフー

ドバンク信州から長野県内

の必要な家庭や子ども食堂

などへ渡ります。

フードドライブ
赤い羽根共同募金
　多くのご協力をいただき、

ありがとうございました。村

内スーパーや社協窓口にも募

金箱を設置しています。引き

続き、よろしくお願いします。

令和５年度 社会福祉表彰

＜表彰状＞

 ・ 社会福祉協議会会長　  横山　秋一

 ・ 社会福祉協議会監事（２名）武田　正樹／矢口　健治

 ・ 民生児童委員（４名）  横川　定男／宮田　多惠子

 　　　　　　　　　　　 山岸　速人／清水　美惠子

 ・ ボランティア団体　　  音訳ボランティア声のポケット

＜感謝状＞

   寄　付　　白馬村シニアクラブ

（敬称略）

ふりかえりの様子

　不登校の児童生徒は年々増加しており、長野県も

例外ではありません。また、文科省の調査によれば、

令和４年度の小学生の不登校率で、長野県はワース

ト４位となっています。「山生」は、そのような状況

の中で令和５年９月に白馬村に開校したフリース

クールです。

　「山生」の活動は、場所も内容も決まっていません。

その日、集まった子どもたちで何をしたいか、何を食べたいかなどを話し合って決めるそうです。代表の

清水さんの自宅で活動したり、木流公園へ行ったり、国営アルプスあずみの公園へ行ったり、ときには上田

市など遠くまで出掛けることもあるそうです。

　不登校の児童生徒は年々増加しており、長野県も

例外ではありません。また、文科省の調査によれば、

令和４年度の小学生の不登校率で、長野県はワース

ト４位となっています。「山生」は、そのような状況

の中で令和５年９月に白馬村に開校したフリース

クールです。

　「山生」の活動は、場所も内容も決まっていません。

その日、集まった子どもたちで何をしたいか、何を食べたいかなどを話し合って決めるそうです。代表の

清水さんの自宅で活動したり、木流公園へ行ったり、国営アルプスあずみの公園へ行ったり、ときには上田

市など遠くまで出掛けることもあるそうです。

活動場所もプログラムもみんなで決める

　私たちが見学に行った日は、木流公園で一日過ご

していました。木に登ったり、芝生の上を滑ったり、

転がったり、ずっと楽しそうに遊んでいました。一

日同じところにいて飽きたりしないのか清水さんに

聞くと、「ずっと何かしてるよ。久しぶりの外だから

余計にかもしれないけど、家の中でもボードゲーム

やカードゲーム、工作とかやりたいことがありすぎ

て忙しそう。『ひま！』とか『何していいかわかんな

い』とかは言わないね」と笑っていました。

　時には、子ども同士ケンカをしたり、大人が口を出

したくなる場面もあるようですが、それをせず、子ど

もを信じて待つことが大事と清水さんは言います。

実際に、見学している間も清水さんはケガに繋がりそうなときや、本当に嫌がっているとき以外は、「危な

いからやめなさい」とか「それはダメ」「仲良くしなさい」など言わず見守っていました。

　私たちが見学に行った日は、木流公園で一日過ご

していました。木に登ったり、芝生の上を滑ったり、

転がったり、ずっと楽しそうに遊んでいました。一

日同じところにいて飽きたりしないのか清水さんに

聞くと、「ずっと何かしてるよ。久しぶりの外だから
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いからやめなさい」とか「それはダメ」「仲良くしなさい」など言わず見守っていました。

信じて待つ

　「山生」は小・中学生が対象で、週５日利用または

単発の利用が可能です。利用料金・日々の活動など

詳しくは、ＨＰやＳＮＳをご確認ください。見学は随

時受け付けているそうです。

　また令和６年４月にはようちえん組（３歳～５歳）

の預かり保育も開園予定だそうです。

　福祉大会の講演会で湯浅氏は居場所があることは

自己肯定感に繋がるとおっしゃっていました。自分

の居心地の良い場所が増えるといいですね。

　「山生」は小・中学生が対象で、週５日利用または

単発の利用が可能です。利用料金・日々の活動など
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自己肯定感に繋がるとおっしゃっていました。自分

の居心地の良い場所が増えるといいですね。

見学など随時受付中

一日の中で楽しかったこ

となどを、イラストなど

で振り返っています。

活動の様子　伸び伸びと一人で遊んだり、みんな

で集まったり、昼食を作ったりもするそうです。

フリースクール「山生」
～ 山と生きる　仲間と生きる ～

さんせい

フリースクール「山生」
～ 山と生きる　仲間と生きる ～

さんせい
自然育児 山の子 lala

らーら
-

教師はいません。大人が一方的に決めた

ルールもありません。「対話」を重ね学び

合う場です。（フリースクール「山生」 HPより）

自然育児 山の子 lala

　  ホームページ

¯
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■ 第24回　大北ブロックボランティア地域活動フォーラム

　10月26日に白馬村の多目的ホールで大北ボラフォーラムが開催されました。今年は山ノ内町の里

山ようちえん「おやまのおうち」の園長 山崎龍平氏の講演会や、参加者のグループワークを行いまし

た。もっと地域と子どもが関わるにはどうしたらいいのか、地域の住民はどんなことができるのかを

先生のお話やグループワークから考える事ができるフォーラムでした。ご参加下さった皆さん、あり

がとうございました。

ボランティア通信　NO.16

「たんとん♪」には、村内のボランティアグ

ループが多数所属している「白馬村ボラン

ティア連絡協議会」からのお知らせ・ご案内

を載せています。

発行：2023年11月
白馬村ボランティア連絡協議会

■ なんでも座談会

　今年の7月20日に、会員の交流と情報交換を兼ねた「なんでも座談会」

を開催しました。ここ数年の交流会は自然観察会や体験会がメインで、

参加者同士でゆっくり話すという時間は少なかったので、今年はお互い

の活動などをもっと知ろうということで、座談会にしました。

　白馬村ボランティアセンターでは、現在試験的にLINEのオープンチャット

にて「ボランティア掲示板」を開設しています。気軽にボランティアの情報を

見たり、参加できる環境を整えていけるように頑張りますので、ぜひ登録・ご

活用ください。

　座談会後には、グループの名前は知っていても詳しい活動は知らなかったから、今回の座談会で色々聞

けて良かった。有意義な時間だった。との感想が聞こえました。

●困りごと

・人手不足やメンバーの高齢化など

●ボランティアについて

・時代によって必要なボランティアは

変わる

・多くの人がボランティアに興味がな

いわけではない。どこかの会に入ら

なくても何かしらやっていると思う

・組織に属さないと活動できないの

は違う　など

●ボラ連に対しての想い

・ボラグループの交流の継続は大事

・災害時にはボラ連のような繋がりが

必要

・ボラ連が村全体のボランティアの

啓発活動をするのは、荷が重い

・自分達の活動で精いっぱいで、ボラ

連の役員のなり手が無い

など今後のボラ連のあり方を考えるべ

き意見も多く出ました。

白馬村ボランティア連絡協議会　事務局　（白馬村社会福祉協議会内）

TEL　0261-72-7230　/　FAX　0261-72-7003
お問い合せ

座談会で出た意見

　グループワークは「子どもと関わるイベント・活動を考えよう」という内容で、短時間でしたが

各グループ様々なアイディアを出し合って面白い企画を考えていました。

白馬村ボランティア掲示板→

参加コードが必要です。
「727230」

白馬村で活動しているボランティアグループ紹介の2回目です！気になる

活動があれば、まずはお試しで気軽に参加してみてください。

各ボランティアグループへのお問合せ・ボランティアに関するお問合せ

白馬村ボランティアセンター TEL：0261-72-7230 (FAX：0261-72-7003)

白馬村ボランティアグループ紹介白馬村ボランティアグループ紹介 vol.２

木流川と親しむ会（夏の観察会） 手話サークル「雪ぼっこ」 子どもカフェ3

木流川と親しむ会

活  動  日　年間を通じて

活動場所　主に木流川流域

　　　　　（木流公園、木流散策路）

　木流川流域の自然と親しみながら草刈

り、ごみ拾い等の保全活動をしたり、春・

夏・秋の観察会を開催したり、村の方々

（子どもからお年寄りまで）が自然と親し

める機会をつくっています。

ぜひ、一緒に活動しませんか。

白馬村要約筆記サークル「ころぽっくる」

活  動  日　基本第 4土曜日（学習会）

　　　　   現場のある日

活動場所　学習会：ボランティアルーム

　　　　   現　場：各所

　聞こえない、聞こえに不安のある方に文

字で伝える通訳です。

　手書き要約筆記とパソコン要約筆記が

あります。興味のある方、見学に来てくだ

さい。

　10月14日（土）に子育て支援ルームと木流公園周辺で行

われた「あそびまなびフェス2023」にボランティアグループ

や社協も参加しました。木流川と親しむ会は自然観察会とリー

ス作り、手話サークルはプチ手話講座、社協は新聞エコバッグ

作りとボランティア紹介を行いました。当日は天気も良く、大

勢の親子連れで賑わっていました。新聞エコバッグ作りにもた

くさんのご参加ありがとうございました！

手話サークル「雪ぼっこ」

活  動  日　毎週金曜日　13：30 ～15：00

活動場所　ふれあいセンター 2F

　　　　   ボランティアルーム

　聴覚に障害のある人も無い人も参加して

います。集まった人で和気あいあいと手話

を使いながら会話を楽しんで学んでいま

す。初心者・若者大歓迎です。お待ちし

ています。

あそびまなびフェス2023　参加しました！

子どもカフェ3

活  動  日　第3土曜日　11：30 ～13：30

活動場所　深空　武田さん宅

　子どもは無料、大人は協力金 200 円で

す。事前申し込みは必要ですが、おばあ

ちゃん家に来るような気持ちで気軽に来

て、食べたり遊んだりしてください。

　一緒に調理したり、子どもと遊んだりし

てくださる方も募集しています。
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令和５年度　大北地域心配ごと相談日程表令和５年度　大北地域心配ごと相談日程表

●相談は全て無料です

●相談内容は全て守られます

●他の地域でも相談できます

●お問合せは各社会福祉協議会へ

テーマ

 『 いただきます・ごちそうさま 』

両手を合わせて、軽く礼をするようにする。

「いただきます・ごちそうさま」と口でも表

現すると分かりやすくなる。

ワンポイント手話ワンポイント手話 ありがとうございます

ご寄付をいただきました。大切に使わせていた

だきます。

安曇野急行 様・・・・・・・・・・・ 100,000円  

太田正治 様 ・・・・・・・・・・・ 米30㎏×8袋

吉澤勝 様 ・・・・・・・・・・・・ 米30㎏×2袋

匿名 ・・・・・・・・・・・・・・・ 米30㎏×6袋

横澤緑 様 ・・・・・・・・ タオル、シャンプー等

中村郷子 様 ・・・・・・・・・・・・・・・ タオル  

太田ミサヲ 様・・・・・・・・・・・・・・・・野菜  

田中廣美 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・野菜  

北澤多美子 様・・・・・・・・・・・・手作り小物

斉藤寛 様 ・・・・・・・・・・・・・・ 生栗3.5㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
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発行：白馬村社会福祉協議会

TEL 0261-72-7230

FAX 0261-72-7003

「そ・ら・ら」の題字を書いてみませんか？　白馬村社会福祉協議会までご連絡ください！

　白馬村赤十字奉仕団では、白馬村秋季火災予防運動消防

総合訓練に併せて、炊き出し訓練を行いました。

　包装食袋を使い、カレーピラフとチョコ蒸しケーキの

２種類を作り参加者へ配布しました。

三段紅葉を見に、お弁当

を持って松川河川公園に

行きました。天気が良く

て気持ちがよかったです。

　コロナが５類にな

り、お祭りや行事も

徐々に復活し、以前

のような日々が戻っ

てきていますね。皆

さんが元気に岳の

湯に通えるという日

常に、改めてありが

たさを感じます。

　社協デイサービスセンター「岳の湯」は、早いもの

で開所から10周年を迎えました。恒例の敬老祭は

久々にボランティアさんにも参加してもらえ、賑や

かに開催できました。また、この一年のとっておき

の写真を集めたスライドショーの鑑賞では、自分や

友人の写真が映ると笑い声が聞こ

えるなど盛り上がっていました。

白馬村赤十字奉仕団

炊き出し訓練炊き出し訓練

地域活動支援センター

「せみとんぼ」の

　　　　　皆さん

敬老週間

ありがとうございますありがとうございます

　今年は大北建設労働組合さんの住宅デーで玄関

にヘルメット置き場を付けてもらったので、すぐに

装着して避難できるようになりました。利用者の

皆さんも真剣な表情で参加していました。

防災の日

避難訓練
今年も

白馬産のそば粉を使っ

た手打ちそばに、皆さ

んにっこり。美味しい

ものに思わず顔がほこ

ろびますね。

寄付でいただ

いた手作りち

りめん小物

そば祭りでにっこり

スタッフからお祝いカードや、ささやかな記念品をプレゼント。昼食はお祝い膳、

おやつは赤飯饅頭と特別メニューで皆さんも嬉しそうでした。

オカリナ「風の音」の皆さんによる演奏


